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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年12月18日(2008.12.18)

【公開番号】特開2007-117629(P2007-117629A)
【公開日】平成19年5月17日(2007.5.17)
【年通号数】公開・登録公報2007-018
【出願番号】特願2005-317072(P2005-317072)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   3/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   3/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   3/14    　　　Ｚ
   Ａ６１Ｂ   3/12    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成20年10月29日(2008.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
低コヒーレント長の光の一部を測定光とするとともに前記低コヒーレント長の光の一部を
参照光とし，該参照光と前記測定光の反射光との合成により得られる干渉光を受光する干
渉光学系を用いて被検眼の深さ方向の断層画像を得るための断層画像取得手段を備える眼
科撮影装置において、
　被検眼の正面眼底画像を撮影するための照明光学系及び撮影光学系を用いて眼底画像を
得る眼底画像取得手段と、
　該眼底画像取得手段により取得された眼底画像を記憶する記憶手段と、
　前記断層画像取得手段により得られる断層画像と前記記憶手段に記憶された正面眼底画
像を適宜表示する表示モニタと、
　所望する眼底位置における断層画像を前記表示モニタに表示させるために，前記表示モ
ニタに表示される前記正面眼底画像上に断層画像取得位置ラインを設定するためのライン
設定手段と、
　該ライン設定手段にて設定された前記断層画像取得位置ラインに基づく断層画像を前記
断層画像取得手段により取得し前記表示モニタに表示する表示制御手段と、を備えること
を特徴とする眼科撮影装置。
【請求項２】
請求項１の眼科撮影装置において、前記干渉光学系は前記測定光を眼底上にて２次元的に
走査する走査手段を有し、
　前記断層画像取得手段は、前記干渉光学系の走査手段による前記測定光の走査に同期し
て得られる干渉信号に基づいて３次元画像情報を取得し、
　前記表示制御手段は、前記断層画像取得手段により予め取得された前記３次元画像情報
と前記記憶手段に記憶された正面眼底画像とを対応付けることにより、前記断層画像取得
位置ラインに基づく断層画像を前記３次元画像情報から取得する特徴とする眼科撮影装置
。
【請求項３】
請求項２の眼科撮影装置において、前記表示制御手段は、前記断層画像取得手段により予



(2) JP 2007-117629 A5 2008.12.18

め取得された前記３次元画像情報からＯＣＴ観察画像を取得し、該ＯＣＴ観察画像と前記
記憶手段に記憶された正面眼底画像とを対応付けることを特徴とする眼科撮影装置。
【請求項４】
請求項３の眼科撮影装置において、前記ＯＣＴ観察画像は、網膜表層二次元ＯＣＴ画像、
一定の深さ位置における二次元ＯＣＴ画像、各測定位置における深さの異なる干渉信号を
合算させた二次元ＯＣＴ画像、を含むことを特徴とする眼科撮影装置。
【請求項５】
請求項１の眼科撮影装置において、前記眼底画像取得手段により取得される眼底画像は、
カラー眼底画像を含むことを特徴とする眼科撮影装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、上記問題点を鑑み、異なる光学系により得られる眼底断層画像と眼底正面画
像を好適に対応づけできる眼科撮影装置を提供することを技術課題とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　（１）　低コヒーレント長の光の一部を測定光とするとともに前記低コヒーレント長の
光の一部を参照光とし，該参照光と前記測定光の反射光との合成により得られる干渉光を
受光する干渉光学系を用いて被検眼の深さ方向の断層画像を得るための断層画像取得手段
を備える眼科撮影装置において、
　被検眼の正面眼底画像を撮影するための照明光学系及び撮影光学系を用いて眼底画像を
得る眼底画像取得手段と、
　該眼底画像取得手段により取得された眼底画像を記憶する記憶手段と、
　前記断層画像取得手段により得られる断層画像と前記記憶手段に記憶された正面眼底画
像を適宜表示する表示モニタと、
　所望する眼底位置における断層画像を前記表示モニタに表示させるために，前記表示モ
ニタに表示される前記正面眼底画像上に断層画像取得位置ラインを設定するためのライン
設定手段と、
　該ライン設定手段にて設定された前記断層画像取得位置ラインに基づく断層画像を前記
断層画像取得手段により取得し前記表示モニタに表示する表示制御手段と、を備えること
を特徴とする。
　（２）　（１）の眼科撮影装置において、前記干渉光学系は前記測定光を眼底上にて２
次元的に走査する走査手段を有し、
　前記断層画像取得手段は、前記干渉光学系の走査手段による前記測定光の走査に同期し
て得られる干渉信号に基づいて３次元画像情報を取得し、
　前記表示制御手段は、前記断層画像取得手段により予め取得された前記３次元画像情報
と前記記憶手段に記憶された正面眼底画像とを対応付けることにより、前記断層画像取得
位置ラインに基づく断層画像を前記３次元画像情報から取得する特徴とする。
（３）　（２）の眼科撮影装置において、前記表示制御手段は、前記断層画像取得手段に
より予め取得された前記３次元画像情報からＯＣＴ観察画像を取得し、該ＯＣＴ観察画像
と前記記憶手段に記憶された正面眼底画像とを対応付けることを特徴とする。
（４）　（３）の眼科撮影装置において、前記ＯＣＴ観察画像は、網膜表層二次元ＯＣＴ
画像、一定の深さ位置における二次元ＯＣＴ画像、各測定位置における深さの異なる干渉
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信号を合算させた二次元ＯＣＴ画像、を含むことを特徴とする。
（５）　（１）の眼科撮影装置において、前記眼底画像取得手段により取得される眼底画
像は、カラー眼底画像を含むことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明によれば、異なる光学系により得られる眼底断層画像と眼底正面画像を好適に対
応づけできる。
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